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鎌倉中、日本中、手入れの

行き届かない二次林、雑木林

だらけで、がけ崩れが心配さ

れています。しかし当会が管

理する谷戸内の山は、わずか

ながらも、積年の保全活動の

成果で、美しい雑木林の姿を

とどめています。いまや重機

を使わない限り手遅れの樹木

も多いなか、この冬も手作業

が続けられます。 

谷戸の稲わらが人気
どんど焼き 1/14(土)  

（雨天時 15(日)に順延） 



2 

今年の 10 月は天候不順で気温が低め、11 月は天気がよく暖かい日が多かったです。11
月になってから赤トンボが増え、12 月になっても産卵していました。季節が 1ケ月遅れた
感じです。台風の被害がなく 10 月の低温のためか紅葉がきれいでした。12 月 7 日に初霜
がおりました。 
●カヤネズミが教えてくれること 
カヤネズミは日本最小の可愛いネズミで、カ 

ヤ原（ススキの草原）に暮らしています。60 年 
ほど前まで、谷戸の周辺（梶原）は広大なカヤ 
原だったそうです。カヤ葺き屋根の材料など、 
里山にはカヤ原がつきものだったようです。そ 
の名残か、カヤネズミが谷戸の湿地（ススキに 
似たオギという植物があるため）に生き残っています。以前は田んぼの稲にも巣を作ってい
ましたが、現在は数年に 1 度しか田んぼでは見られなくなりました。生態系保全班ではカ
ヤネズミの巣の数や分布を年に 2回続けながら保護活動に生かしています。わかってきた 

ことは、生息地の湿地（オギ原）の手入れが必要 
なこと、イネ科植物の大切さ、オギ原周辺のササ 
の手入れを工夫することです。貴重なカヤネズ 
ミの生息地を保護するというより、人手を入れ 
ることがよい結果につながるようです。ツルが 
からんで荒れた湿地より、湿地の手入れをして 
オギを元気に育てている場所に巣が多く見つか 
るからです。チガヤやチカラシバなどイネ科植

物は、カヤネズミの食料や巣を作る場所として重要です。先月号で紹介したチカラシバを刈
り残している場所に、今年も巣が見つかりました。カヤネズミはイネ科の植物の葉を糸のよ
うに裂いて丸い巣を作りますが、湿地周辺のササにも 
巣を作りますが、ササを適度に刈りこんだ場所に多く 
の巣が見つかります。巣作りのためには柔らかいササ 
の新芽が必要なようです。現在、谷戸のカヤネズミは、 
5～ 6家族しか生息していないと思われ、巣の数は横 
這い状態です。市内の他の緑地では数年で絶滅してし 
まった事例もあります。県内でも激減しているのは、 
生息地の手入れ作業がされていないのかもしれません。 
カヤネズミをこれからも守っていくため、保全作業を続けていきます。 

自然だより ～ 谷戸の様子 ～ 

カヤネズミの赤ちゃん 

オギ原の手入れ 

チカラシバに作った巣
(大きさは握りこぶしぐらい)
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各班のお知らせ 
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NPO フェスティバル報告12/3（土） 鎌倉中央公園にて 12/10(土)、11(日) きらら鎌倉にて 

ハムシ    「春よ来い、早く来い！」  

谷戸の生きもの 

葉を食べるから葉虫（ハムシ）。田んぼ、畑、湿地、雑木 
林と多様な環境が残る山崎の谷戸では多くのハムシが暮らし 
ている。アカガネサルハムシはノブドウの葉を食べているせ 
いかワインレッドが美しい。キボシツツハムシはクリなどの 
葉を食べるが、成虫は花の蜜にも集まる。“キボシ”は“黄星” 
の意味で背中の模様から納得できる。クリの花に擬態してい 
るようにも見える。しかし、ヤマノイモで見つかるキイロクビナガハムシやウシハコベで見つか
るヨツキボシハムシは、どこが黄色？黄星？と思ってしまう。実は、昔は死んで変色した標本で
名付けたのでこういうことがおこる。どれも 1 ㎝以下と小さいが、美しさは格別でいつまでも
見入ってしまう。山崎の谷戸では 60 種類以上のハムシを確認しているが、まだまだコアカソ、
カキドオシ等々に見られる多くの食痕の主は分かっておらず、彼ら？との出会いを求めて春に
なったらまた谷戸通いが始まる。”君はどこにいるのか まだ見ぬ恋人よ 君と逢うその日まで
僕は行く”の心境ね。→→→加山雄三の「まだ見ぬ恋人」・・・知っているよね。（ ） 

（たのくろまめお） 

谷 戸 往 来 2

かまくらレンジャーズ 12／4（日）  

キボシツツハムシ（クリの花） キイロクビナガハムシ（ヤマノイモ）

※ 第24回かまくら市民活動フェスティバル SDGフォトコンテストにて市民賞受賞作

※ヨツキボシハムシ（ウシハコベ）

※アカガネサルハムシ（ノブドウ）
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体 験 学 習



1 月 

8 日 （日） 田 籾殻くん炭 

          雑  雑木林の調査・測定  ☆ 

14 日（土） どんど焼き 

15 日（日）田  籾殻くん炭、堆肥撒き 

          雑 竹の伐採 

          自 里山探検隊「竹細工」 

          青空自主保育にこにこ会保全活動 

16 日（月）畑  畑の整備  

22 日（日）田  籾殻くん炭、堆肥撒き ☆ 

          雑 間伐材整理 

          講座 「雑木林の管理」 ☆ 

「耕地の土壌について」  

          青空自主保育やんちゃお保全活動 

23 日（月）畑  荒起こし ☆ 

29 日（日）田  籾殻くん炭、苗床耕し 

          畑 じゃがいも畑の耕し 

          雑 雑木林の除間伐 

          青空自主保育なかよし会保全活動 

2 月 

1 日 （水） 農 味噌作り 

5 日 （日） 田 籾殻くん炭、畔直し 

      雑 園内整備 

  講座「谷戸の野鳥観察」 ☆ 

8 日 （水） 畑 さつまいもの苗床作り ☆ 

12 日（日） 田 籾殻くん炭、畔直し 

      雑 雑木林の除間伐 ☆ 

13 日（月） 畑 たのくろ豆畑の耕し 

15 日（水） 生 カエルの卵の観察 

19 日（日） 田 畔直し 

      雑 雑木林の除間伐 

    自  里山探検隊「収穫祭」 

22 日（水） 生 カエルの卵の保護作業 

26 日（日） 畑 じゃがいも畑の畝作り 

      雑 雑木林の除間伐 

3 月 

5 日 （日） 田 道具の手入れ ☆ 

          畑 道具の手入れ ☆ 

          雑  山作業道具の手入れ ☆ 

          自  父と子の里山体験 

講座「早春の谷戸散策」 ☆ 

8 日 （水） 植 早春の植物の観察 

12 日（日） 田 畔・水口直し 

          雑  雑木林の除間伐 

13 日（月） 畑 じゃがいもの植え付け 

15 日（水） 畑 さつまいもの洞だし・伏せ込み 

19 日（日） 田 畔・水口直し 

          雑  雑木林の除間伐 

22 日（水） 生 春の野鳥観察 

26 日（日） 雑 斧で薪割り 

田：田んぼ班 畑：畑班 雑：雑木林管理班 
農：農芸班    自：自然遊び班  
生：生態系保全班 植：植物育成班 

〒247-0066 鎌倉市山崎 1667鎌倉中央公園管理事務所内 

TEL/FAX 0467-47-1164 木曜を除く 10時～16時

ホームページ： https://yato-yamasaki.sakura.ne.jp 

Ｅ メールアドレス：ya-yato@arrow.ocn.ne.jp

● 次号（会報114号）は、２０２3年3月に発行予定 

● 会費 郵便振替口座番号 00270-6-115647   

☆ 谷戸塾     里山一日体験              

 各班活動 農家風休憩舎9：30 集合  

（農芸班、自然遊び班は、10 時）  

 会員以外の方 参加費５００円/組 


